
 
 
 
 

Ⅲ 福山市都市マスタープラン 

 

●福山市都市マスタープラン 

 

●都市マスタープラン 

まちづくりは、道路や公園など、

単に個別の事業として進められる

ものではなく、都市の将来のある

べき姿を目標にして、整備や開発、

施設の配置などの施策、あるい

は土地利用や建築活動が総合的

に進められていくものです。その

ためには、将来の都市像を具体

化していくための都市全体のまち

づくりの指針が必要となります。 

「市町村の都市計画に関する

基本的な方針（以下、「都市マスタ

ープラン」と言います。）は、1992

年（平成 4 年）の都市計画法の改

正により創設され、住民に最も近

い基礎自治体である市町村が、

地域の実情に応じて、住民の意

見を反映させながら都市づくりの

具体的な将来像を確立し、地域

別の整備方針、都市生活・経済活

動などを支える諸施設の計画な

どを定めるものです。 

福山市では、1998 年（平成 10

年）に「福山市都市マスタープラ

ン」を策定しています。しかし、近

年、合併による市域の拡大や少

子高齢社会の進行、人口減少社

会への移行など、福山市を取り巻

く社会環境が大きく変化している

ことなどから、2008 年（平成 20

年）に見直しを行いました。 

このマスタープランは、都市全

体及び地域ごとの将来像を具体

的に示し、地域におけるまちづくり

の課題とそれに対応した整備方

針を明らかにするための総合的

な方針であり、住民・事業者と行

政が協力し合ってまちづくりを進

めていく上での指針となります。 

■都市マスタープランの役割 

①都市の将来像をより具体的に

示します。 

②住民の都市づくりへの参加を促

します。 

③都市計画の実現のための整備

の方針を示します。 

④今後の都市計画の指針となり

ます。 

 

■目標年次 

 国勢調査が行われた 2005 年

（平成 17 年）を基準年次とし、長

期的には概ね 20 年後、中期的に

は概ね 10 年後を目標年次として

設定します。 

 

■都市づくりの理念と目標 
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■将来の都市構造 
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■都市整備の基本方針 
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■地域別まちづくりの方針

福山市は合併を重ねることで市

域を拡大してきており、地理的条

件や日常生活圏などから成る地

域ごとに市街地が形成されていま

す。このため、それぞれの地域ご

とに特性を生かしながら連携する

ことにより、市域の一体的な発展

をめざした都市づくりを進めます。 

地域区分については、「中央地

域」、「東部地域」、「西部地域」、

「南部地域」、「北部地域」、「北東

地域」の 6 つの地域に分けること

とし、各地域のまちづくりのテーマ

を次のとおり設定します。

 

 北東地域 

「豊かな自然と歴史や文化に囲

まれ、職・住が近接した環境

の中で，住みやすさを実感で

きる地域づくり｣ 
北部地域  

「産・学・住・遊が融合し

た、自然と調和する快適

な地域づくり｣  東部地域

「みどり豊かでゆとりある住

宅地と都市を支える産業が

共存した地域づくり｣ 
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 中央地域

西部地域 「中国・四国地方の拠点都市に

ふさわしい拠点性と求心力

を 備 え た中心 市 街 地と快

適・利便性に優れた居住環境

の整った地域づくり｣ 

「学園地域と港湾機能・交通

拠点機能を生かした産業拠

点が融合する、活力に満ち

た地域づくり｣ 

 南部地域

「瀬戸内の豊かな自然や歴史・文

化等の地域資源による活発な観

光交流と住みやすさを実感でき

る地域づくり｣ 


